
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２学期が終了します。ふり返れば、体育発表会の練習に始まり、ゲストティーチャーとの出会い・

体験学習、６年生の修学旅行、「ヒューマンタウンゆげた」など、各学年で大きな行事等が続きま

した。新型コロナの影響が続く中、活動を工夫したり、見直したりしながら取り組んできました。

学習を通して、子どもたちは、自分のことを見つめたり、友だちと協力することのよさや楽しさを

感じたりしながら、様々な面で成長することができたと思います。このことは、保護者の皆様、地

域ほか様々な皆様のご理解・ご協力のおかげです。本当にありがとうございました。 

冬休みは、一年の終わりと始まりを経験する大切な時期です。そこで、２つお願いがあります。 

◆２学期の学習や生活で、お子さんが取り組んだことや頑張ったこと、成長したと思うことなど

について聞いてあげてください。そして、新しい年に向けての「めあて」や「目標」をお子さん

と一緒に考えていただければと思います。 

◆ご家庭で年末の大掃除や片付けなどを行う際、ぜひお子さんにもお手伝いをさせてください。短

い時間でもかまいません。自分の机や身の回りの片付けでもよいと思います。一年の終わりに身

の回りを整えることは、新しい年に向けての気持ちを整えることにつながります。他にも、家族

の一員としての自覚、達成感、家族のコミュニケーションなどの効果があります。 

冬休み、子どもたちには、ゆっくりと楽しい時間を過ごしてほしいと思っています。

その時間がさらに有意義なものとなるよう、皆さまのご協力をお願いいたします。 

１２月６日に行われた田川市ＰＴＡ連合会の研修会で、本校

ＰＴＡの「アウトメディアチャレンジ」について、田尻会長が

報告しました。この取組は、テレビ、ゲーム、インターネット、

スマートフォンなどメディアに触れる時間を減らし、家族との

ふれあいや読書などの時間を増やそうというもので、夏休み中

の一週間を設定して実施してきました。目的は、「メディアの時

間を０にする」ことではありません。取組をきっかけに、メデ

ィアとのつき合い方、生活習慣や家族とのかかわりなどについ

て見つめ直してみることです。参加の方々からは、「大変有意義

な取組である」「参考にしたい」といった評価をいただきました。

今後もさらに充実した取組にしていきたいですね。 

メディアは、私たちの生活を便利で豊かにしてくれます。しかし、使い方を間違うと危険なもの

にもなります。心や体の健康を害すること、トラブルや犯罪に巻き込まれることもあります。その

ことを、私たちおとながしっかりと認識し、子どもたちに「正しく使う力」を身に付けさせていく

ことが大切です。この冬休み、自分の「ためになる」使い方について、お子さんと一緒に考えてみ

てはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

めをもち    んきに遊び  のしく学ぶ 

わたしたちがめざす子どものすがた 
○ 心を込めたあいさつと、素直な返事ができる子ども 

○ 目標と見通しをもって 自ら学習する子ども 

○ 相手の話を目と心で聴き、自分の思いを表現できる子ども 

○ 学んだことを生かして、学校・家庭・地域に貢献する子ども 

ゆ げ た 

 



各分会での安全指導が再開されてきており、当番の方が子どもたちの登校の見守り・指導をして

くださっています。他にもご協力くださっている区長さん、公民館長さんなど地域の方、ＰＴＡ役

員さんがいらっしゃいます。みなさんのおかげで子どもたちの安全・安心が守られています。本当

にありがとうございます。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

１２月１４日、５年生がしめ縄づくりを行いました。ご指導

いただいたのは、奈良地区で地域の活性化やボランティア活動

に取り組む「奈良さくらクラブ」の皆さん１３名です。新型コ

ロナの影響で中止となった年もありましたが、毎年この時期の

恒例行事となっています。５年生が取り組む「米作り体験」の

一環で、秋に稲刈りをしたときの藁（わら）を使ってのしめ縄

づくりです。子どもたちは真剣な表情で作業していました。完

成した「個性あふれる」しめ縄、新しい年がよい年となるよう

に願って、お家で飾っていただきたいと思います。奈良さくら

クラブの皆さま、ありがとうございました。 

 朝の冷え込みが厳しくなり、校門前に立つのも、「よし！」と気合いが必要ですが、子どもたち

とのやりとりの中で、心がほっこり温かくなる出来事が多々あります。 

校門前の道路のごみ拾いをしていると、「いつもありがとうございます」とか、「がんばってく

ださい」と、声をかけてくれる子どもたちがいます。私は、「ありがとう、そんなひと言が言える

あなたはすごいね！」とお礼を言います。また、落ちていたごみを拾って持ってきてくれる子、「ご

みが散らかっていました」と教えてくれる子もいます。衛生面の心配があるので、「学校に来ると

き見つけたごみは拾わなくていいよ」と伝えていますが、子どもたちの優しさ、素直な気持ちを本

当にうれしく思います。美しい心、おとなになっても大切に持っていてほしいです。 

教頭先生も校庭のごみを拾ってくれています。そして、子どもたちに声をかけてくれます。毎朝

一緒に交通指導をしてくださっているＰＴＡ役員さんも、いつもごみを拾ってくれています。子ど

もたちはその姿を見ています。この先、この子どもたちが、落ちているごみを見たとき、自分がご

みを捨てそうになったとき、私たちの姿が思い浮かぶ人に育ってくれたら…、そう願っています。   

「これからの社会がどんな社会になっていくのか」ということは、「今の社会がどんな人を育て 

ていくのか」「私たちおとながどんな子どもを育てていくのか」ということです。子どもたちは、

私たちおとなの姿を見て育ちます。私たちにできることはあります！ 

 

1/10 火 ３学期始業式 1/20 金 英語検定（６年生） 

1/10 火 漢字検定（書き）～1/13  1/28 土 土曜授業 PTA どんど焼き 

1/11 水 給食開始  3/16 木 卒業式 

1/13 金 避難訓練（地震） 3/20 月 給食終了 ※6年生…3/15（水） 

1/17 火 ＡＬＴとの英語学習（～1/20）  3/24 金 令和４年度修了式 


